学校（小学校）部門
１　学校（小学校）部門から見た子どもの様子

　　くすのき学園小学校は，本校である名古屋市立川原小学校の特別支援学級【情緒】（施
設内学級）として位置づけられている。くすのき学園のほとんどの小学生が「入所」と
いわれる寮生活をしており，同じ建物の中で，寮生活と学校生活を分けて行っている。
子どもたちは，恵まれた施設や規則正しい生活を保障されている半面，いつも同じ友達
と顔を合わせ，一人になる時間も少ないことから，ストレスをかかえることもある。
このような環境の中で，個々に情緒的な問題をかかえた子どもたちが，いかに落ち着いた学校生活を送ることができるかが，日々の生活面での大きな課題である。

また，多くの子どもたちが，今まで落ち着いて学習できる環境にいなかったことから，自分の学年の学習内容が理解できていない。そして，個人差が激しく，できないとすぐにあきらめたり怒りだしたりすることから，個別に指導する必要がある。

このような状況の中，いかに子どもたちが基礎学力を向上させていくことができるかが，学習面での課題である。
２　学校（小学校）部門の役割

上記のような課題をクリアしようと，次のような取り組みを行っている。

○　教師との信頼関係を結ぶ
授業中はもちろんのこと，給食や休み時間中もずっと側に居てくれる。
(身近な大人への安心感)

· 席に座っていられる
授業中は，落ち着いて座っていることができるようにする。
 (地元の学校に戻ってからの態度)
· 小集団による，かかわりとルールを大切にする
いろいろな事情をかかえた友達の集まりだからこそ，助け合って，ルールを守るよう
にする。                      　　　　　　　　  　　 (大集団の中に入っていく力)

· 本校（川原小学校）との交流をする
同学年の友達とふれあい，助けてもらいながら学校の楽しさを知る。やっぱり地元の

学校がいい。一日も早く戻れるように頑張る。　　　　　　　　　　　　　(目標の設定)
· 基礎学力の回復と向上に努める
分からなくなった学年に戻って，漢字や計算を頑張る。これは分かる,これはできる。
自信をもって取り組めるものがある。　　　　　　(学習面における基礎・基本の定着)
３　学校（小学校）部門のめざすところ

　　教師や友達との交流や，学習や体験活動を通して，心穏やかに生活したり，何事にも自信をもって取り組んだりすることができるようにする。
